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   Ten renal cell carcinoma (RCC) patients with bone metastatic lesions were treated in the 
Kyoto Prefectural University of Medicine between January, 1977, and December, 1992. Surgical 
treatment for the metastatic lesion was performed on 4 patients, while conservative treatment was 
performed on the other 6 patients. Surgical treatment made the patients painless consecutively, 
resulting in higher activities of daily life. However, recurrence of RCC developed in all the 
cases between 2 and 7 years later. Surgical treatment for the metastatic lesion was considered to 
be only a palliative therapy for RCC with bone metastasis and the indication should be limited 
to patients expected to  have  'a good prognosis. 
                                                (Acta Urol. Jpn.  41: 241-244, 1995)








特 に骨転移巣 は,痙 痛や病的骨折を伴い,著 しく







%)で あった.骨 転移確認時の年齢は53歳か ら77歳
(平均61,5歳)で,男性は9例,女 性は1例であった
(Tablel).
10例中6例 は 疹痛 を 契 機 と して,ま ず 骨 転移 が発 見
され た.ま た,1例 は 肺 疾 患 精査 中 の胸 部 レソ ドゲ ソ
検査 に おい て 肋骨 に 破 骨 性 変 化 を指 摘 され,精 査 した
とこ ろ腎 細 胞 癌 の骨 転 移 と診 断 され た.以 上 の7例 は
初診 時 す で に 骨転 移 を 有 して いた が,他 の3例 で は腎
摘除 術 後 に 骨 転移 が 出現 した.す なわ ち,2例 は術 後
1年,ユ 例 は 術 後13年で骨 転 移 が認 め られ た.
原 発 巣 の進 展 度 は,T2が4例,T3aが4例,T4
が2例 で あ った.な お,3例 は 腎摘 除 術 が 不 可 能 で あ
った た め,CT,超 音波 検 査 法 な ど の 画像 診 断 を も と
に 判 定 した.
病 理 組織 学 的 検 査 が 可 能 で あ った7例 は す べ て
adenocarcinomaであ り,そ の 構 築 型 はalveolar
typeが5例,tubulartypeが2例で あ った.細 胞 型
は,commontype,clearcellsubtypeが4例,
commontype,granularcellsubtypeが2{列,pleo-
morphictypeが1例で あ った.ま たgradeは,G2
が6例 で,残 る1例 は 不 明 で あ った.
骨 転 移確 認 時 に,症 例5～9の5例 で は肺 へ の転 移
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原発巣 に対 する凍結 療法
































1,2,4の3例 では大腿骨,症 例3で は肋骨であっ
た.保存的治療施行例の年齢は,53歳から66歳(平均
59.2歳)で,すべて男性であった.骨 転移の部位は,




























死した.症 例9は,腎 摘除術後9年 目に肺転移を認め,
外来にてIFN一αの投与を行いNCで あ ったが,13年








中で,症 例3が骨転移治療後2年 経過現在,骨 への再
発を認めるものの生存中 であ る。保存的治療施行例



















が,術 後疹痛 の消失 と 日常生活動作(Activitiesof






状が残った.特 に症例5お よび10では,強 い疹痛のた
め著しくADLが 制限された・
全10例の予後は,外科的治療を行った4例 のうち2














































































腎細胞癌は,一 般 にslowgrowingであ り,遠隔
転移を有しても比較的長期間生存する症例がある.骨
転移巣に対する外科的治療は姑息的ではあるが,疹 痛
除去 やADLの 改善 に有効であると考えられること
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